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二
〇
｝
五
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
一
五
年
度
大
会
・
総
会
は
、

二
月
二
日
（
月
）
＝
二
時
か
ら
一
七
時
ま
で
、

京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
国
際
交
流
ホ
ー

ル
ー
・
∬
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
永
井
和
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、

江
川
温
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・
編
集
・

会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な
さ
れ
た
。

　
庶
務
（
久
保
一
之
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
、
そ
の
他
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
来
年

度
の
例
会
に
つ
い
て
、
四
月
［
六
日
（
土
）
「
海
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
予
定
と
い
う
案
内
が
あ
っ

た
。　

編
集
（
吉
井
秀
夫
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
』
の
刊
行
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
会
計
（
上
島
享
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇
一

四
年
度
予
算
の
紹
介
、
そ
の
他
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
広
報
（
金
澤
周
作
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
広
報

関
係
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
続
き
、
公
開
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
新
納
　
恩
讐

　
「
前
方
後
円
墳
が
語
る
〈
倭
琴
〉
の
世
界
扁

　
松
浦
　
茂
氏

　
「
一
六
八
○
年
代
ロ
清
の
衝
突
と
ネ
ル
テ
ン
ス

　
ク
講
和
会
議
一
国
境
の
画
定
に
つ
い
て

　
一
」

　
講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
吉
井
秀
夫

理
事
と
杉
山
正
明
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容

は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

本
年
は
約
八
○
名
の
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。　

公
開
講
演
の
の
ち
、
中
砂
明
徳
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
、
会
を
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
久
保
一
之
）

史
学
研
究
会
会
則

　
　
　
　
　
（
二
〇
～
○
年
一

一
月
二
日
改
正
）

第
…
条
　
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

　
学
研
究
科
内
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者
が

　
集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

　
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
の
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
！
．
総
会
・
大
会
・
例
会
等
の
会
合

　
　
2
．
会
誌
『
史
林
』
等
の
発
行

第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　
理
事
長
一
名
、
理
事
一
五
名
以
上
三
五
名
以
内

　
（
内
常
務
理
事
四
名
）
、
監
事
二
名
、
評
議
員

　
四
〇
名
以
上
六
〇
名
以
内
、
委
員
若
干
名

第
六
条
　
役
員
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
よ
つ

　
て
選
出
さ
れ
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と

　
す
る
。
理
事
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統

　
括
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を

　
招
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、
会
務

　
を
処
理
す
る
。
と
く
に
常
務
理
事
は
、
庶
務
・

　
編
集
・
会
計
・
広
報
の
各
事
務
を
担
当
す
る
。

　
監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

第
七
条
委
員
は
理
事
長
よ
り
嘱
託
さ
れ
、
編

　
集
・
庶
務
の
実
務
を
分
掌
す
る
。

第
八
条
　
役
員
の
任
期
は
、
委
員
（
任
期
一
年
）

　
を
除
き
、
二
年
と
す
る
。
似
し
、
再
任
を
さ
ま

　
た
げ
な
い
。

第
九
条
　
本
会
は
第
三
条
に
掲
げ
た
目
的
に
賛
同

　
す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
会
員
は
次
の

　
2
種
類
と
す
る
。

　
－
．
　
学
瓦
A
瓜
呂
旅
　
　
2
．
　
帯
†
比
轟
A
配
陣
貝

第
十
条
　
会
員
は
会
誌
『
史
林
』
の
配
布
を
受
け
、

　
か
っ
こ
れ
に
投
稿
し
、
ま
た
総
会
に
参
加
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
　
会
員
は
、
退
会
届
を
事
務
局
に
提
出

　
し
、
任
意
に
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

　
会
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
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合
に
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
（
1
）
本
人
が
死
亡
し
、
ま
た
は
会
員
で
あ
る

　
　
団
体
が
消
滅
し
た
時

　
（
2
）
会
費
を
三
年
間
納
入
し
な
い
時

第
十
二
条
　
会
員
は
、
所
定
の
会
費
一
年
分
を
前

　
納
す
る
も
の
と
す
る
。
会
費
の
納
入
を
二
年
分

　
怠
っ
た
時
、
雑
誌
の
送
付
を
停
止
さ
れ
る
。
さ

　
ら
に
一
年
間
会
費
の
納
入
を
行
わ
な
い
場
合
、

　
会
員
の
資
格
を
喪
失
す
る
。

第
十
三
条
　
会
員
が
既
に
納
入
し
た
会
費
は
返
還

　
し
な
い
。
た
だ
し
～
年
分
を
超
え
て
前
納
し
て

　
い
る
場
合
に
は
、
一
年
分
を
超
え
る
部
分
を
返

　
還
す
る
。

第
十
四
条
　
毎
年
秋
季
に
大
会
を
開
き
、
ま
た
適

　
宜
例
会
を
開
く
。
会
場
等
は
そ
の
度
に
こ
れ
を

　
定
め
る
。

第
十
五
条
　
毎
年
秋
季
に
お
い
て
総
会
を
開
き
、

　
会
務
の
報
告
を
行
な
い
、
承
認
を
受
け
る
。

第
十
六
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及

　
び
寄
付
金
を
以
て
支
弁
す
る
。
会
費
は
誌
代
を

　
以
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
十
七
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
に
始
ま
り
、

　
翌
年
三
月
に
終
わ
る
。

附
　
則
　
本
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決
議

　
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
但
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動

　
に
基
づ
く
会
費
金
額
の
変
更
は
理
事
会
が
こ
れ

　
を
行
う
。

　
　
『
史
林
輪
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
1
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、
三
二
〇

　
　
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
・
論
文
評
　
2
コ
組
、
八
○
○
○
字
以
内

紹
介
3
段
組
、
一
二
〇
〇
字
程
度

◇
原
稿
の
種
類
を
明
示
す
る
こ
と
。

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

、
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
投
稿
に
際
し
て
は
、
（
1
）
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

　
一
部
も
し
く
は
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び

　
（
2
）
電
子
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
。
電
子
デ
ー

　
タ
に
関
す
る
詳
細
は
下
記
「
補
足
」
の
く
電
子

　
デ
ー
タ
作
成
要
領
〉
を
参
照
。
電
子
デ
ー
タ
を

　
準
備
で
き
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局

　
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

◇
図
版
を
用
い
る
場
合
は
、
下
記
「
補
足
扁
の
〈
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
　
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
印
刷
技
術
上
、

　
図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

　
判
断
し
、
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、

　
そ
の
経
費
の
一
部
、
数
千
円
～
数
万
円
を
負
担

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下

　
さ
い
。

送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

〒
六
〇
｛
↑
会
O
一
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会
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『
史
林
』
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
C

D
I
R
、
C
D
－
R
W
、
U
S
B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
。
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

ど
の
事
由
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

ワ
ー
ド
、
～
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

ω
O
O
8
一
以
上
の
解
像
度
と
す
る
。
ソ
フ
ト

　
（
H
欝
ω
窪
9
。
8
村
や
℃
げ
。
け
。
ω
7
8
な
ど
）
や
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る

こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
m
㎜
×
m
㎜
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。

・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
面
積

　
4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

　
す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

　
ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

　
こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

　
め
、
製
図
工
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
図
法
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

　
の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

　
グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

　
書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

　
タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

　
け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

　
る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

　
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

　
に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

　
す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

　
を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
意
　
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し
　
殉

ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。
　
　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳

〈
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
〉

・
著
者
が
論
文
等
を
任
意
の
サ
ー
バ
ー
に
、
機
関

レ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
使
っ
て
公
表
す
る
場
合
は
、

以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の

条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、
本
会
へ
の
承

諾
伺
い
は
不
要
と
す
る
。

イ
）
　
『
史
林
撫
の
版
面
を
そ
の
ま
ま
P
D
F
フ

　
ァ
イ
ル
な
ど
に
し
て
公
開
す
る
場
合
は
、
掲

　
載
誌
刊
行
後
、
二
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
）
　
論
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ハ
）
　
営
利
目
的
で
な
い
こ
と
。

（
二
〇
一
四
年
一
月
改
定
）

受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
（
二
〇
～
五
年
一
〇
月
二
三
日
～

　
　
　
　
　
二
〇
一
五
年
＝
月
一
六
日
）

藝
林
　
（
藝
林
會
）
轟
ハ
四
－
二

日
本
学
刊
一
〉
℃
諺
窯
国
ω
国
ω
↓
d
U
H
閑
。
。
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
一
五
・
四

オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
五
八
1



　
一

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
詣
ハ
七
1
一
〇

催
主
研
究
（
廣
島
勢
浜
研
究
會
）
二
八
九

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
）
五

　
二

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
社
会
科
学
論
集
（
茨
城

　
大
学
人
文
学
部
）
五
九

茨
城
大
心
入
文
学
部
紀
要
　
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
学
科
論
集
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
）
一

　
八

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
四
－
九

目
【
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
ム
瓜
）
　
ゐ
ハ
三
八

瞼
弘
ム
ロ
南
又
憩
剛
　
（
駿
台
史
学
会
）
　
｝
五
甲
五

立
命
館
法
諺
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
二
六
～

日
本
一
士
院
紀
要
（
日
本
一
士
院
）
七
〇
一
一

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
八
一
〇

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
　
六
〇

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
四
〇
一
二
（
通
巻
一
八
二
）

法
学
家
（
中
國
人
民
大
學
）
二
〇
一
五
一
三

米
沢
史
学
（
米
沢
史
学
会
）
＝
＝

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
七
－
四

臼
本
学
刊
｝
〉
℃
＞
Z
国
ω
国
ω
6
¢
O
田
し
Q
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
一
五
・
五

法
学
家
（
中
國
人
民
大
壷
）
二
〇
一
五
…
四

龍
谷
史
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
｝
四
〇

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
王
八
・
二
三
九

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
八
三

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
　
～
二
八
－

　
九
・
～
○

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
四
四

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
＝
一
四
－
一
〇

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
雷
研
究
所
旧
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
入
六
－
三

〇
頃
菊
○
冥
○
ω
　
ク
ロ
ノ
ス
（
京
都
橘
大
学
女
性
歴

　
史
文
化
研
究
所
）
三
七

繧
十
二
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
豊
漁
ー
一

十
濟
學
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
ハ
ニ
ー

　
～
↑
三
合
併
号

　
　
編
集
後
記

　
九
九
巻
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
年
の
特
集

号
は
「
家
族
扁
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
説
六
本
目
紹

介
一
本
の
い
ず
れ
も
力
作
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
今
、
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
日
に
日
に
厳

し
く
な
っ
て
お
り
、
研
究
活
動
の
評
価
も
大
き
な

問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い

ま
す
。
私
も
勤
務
校
で
教
員
評
価
の
仕
事
を
担
当

し
て
お
り
、
人
文
系
の
論
文
を
い
か
に
評
価
す
べ

き
か
喧
々
蝦
藻
の
議
論
に
頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
ま

す
。
来
年
～
○
○
巻
を
迎
え
る
『
史
林
艶
の
学
術

雑
誌
と
し
て
の
価
値
を
、
分
野
の
異
な
る
研
究
者
、

そ
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界
の
外
に
い
る
人
々

に
い
か
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
研
究
者

と
し
て
、
編
集
委
員
と
し
て
、
こ
の
大
き
す
ぎ
る

課
題
に
向
か
い
合
い
、
あ
が
き
な
が
ら
も
前
に
進

む
道
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
翔
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
耳
8
＼
＼
≦
≦
≦
移
㎡
二
三
①
づ
ご
艮
鉱
な
＼
ぎ
鳥
Φ
×
．
耳
B
一

＝
○
○
㎝
献
韓
一
朋
一
所
朋
辮
欄
　
　
定
価
二
、
○
○
○
円

　
史
林
第
九
九
巻
第
言
置
（
通
算
第
五
一
五
号
）

　
　
　
京
都
市
左
寒
区
古
旧
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
き
　
　
れ
　

　
　
　
　
　
聾
A
瀟
（
〇
七
五
）
七
五
E
I
二
七
八
七

発
行
人

印
刷
所

霜難史

印京　○潮

影箒永6

螺井詞
鵡　蓋究
ム藁　　一
as田　　　単

語和箒会
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史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

　
下
記
の
と
お
り
、
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
ご
来
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
日
時
二
〇
一
六
年
四
月
一
六
日
（
土
）
午
後
一
時
～
六
時
一
五
分

　
　
場
　
所
　
京
都
大
学
文
学
部
　
新
館
第
三
講
義
室

　
　
テ
ー
マ
　
「
海
」

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
開
会
挨
拶
　
　
　
史
学
研
究
会
理
事
長
　
永
井
和

　
　
趣
旨
説
明

　
第
一
部
（
午
後
一
時
一
五
分
～
三
時
四
〇
分
）

　
　
魚
津
知
克
　
「
「
海
の
古
墳
」
研
究
の
意
義
、
限
界
、
展
望
」

　
　
君
塚
弘
恭
　
＝
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
沿
岸
貿
易
船
の
船
長
た
ち
」

　
　
東
　
幸
代
　
「
近
世
の
水
辺
村
落
と
幕
藩
領
主
」

　
第
二
部
（
午
後
四
時
～
五
時
三
五
分
）

　
　
村
上
　
衛
　
「
清
末
洒
江
の
「
海
賊
」
」

　
　
吹
戸
真
実
　
「
第
二
次
台
湾
海
峡
危
機
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
台
湾
政
策
」

　
　
質
疑
お
よ
び
討
論
（
午
後
五
時
三
五
分
～
六
時
五
分
）

　
　
閉
会
の
挨
拶
　
　
　
上
島
　
享

　
　
※
終
了
後
、
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
午
後
六
時
三
〇
分
～
午
後
八
時
、
参
加
費
一
般
一
〇
〇
〇
円
・
学
生

　
　
　
五
〇
〇
円
、
予
約
不
要
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会
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